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53 
学校教育活動において発生する災害注1は，日本体育・学校健康センターからの報告によると，
全国で年間およそ145万件にも達している。（昭和63年度調査）
本道においても災害発生は，年間6万2千件を越し漸増の傾向を示している。学校で行われ
る教育活動で災害が発生することは，児童生徒はもちろん学校教育に関わるものが等しく心を
痛めるところであるが，災害の内容を詳細に検討すると，指導や管理の方法によっては当然防
ぎ得る災害があるように思われる。
そのような事故の事例を分析検討することにより，災害発生の特徴や指導管理上の問題点を
明らかにし，事故防止の方策を考える手がかりをつかみたいと考えて，この調査を行うもので
ある。
我々は手はじめとして，本道中学生の災害のうち比較的重症と思われる，入院を要した災害
から外傷を取り上げて概要を把握し，災害の実態と問題解決への糸口を探ろうとするものであ
る。
E 調査の目的
本道中学生の学校管理下において発生した災害のうち，入院を要した災害の事例を通して，
次のような事柄の解明を図ることを目的とする。
1 災害発生状況の把握
2 指導及び管理上の問題点の解明
3 予防のための観点の提示等
注1 日本体育・学校健康センタ一法では，負傷，疾病，障害又は死亡を災害という。本調査は負傷を中
心としているが災害報告書をもとに全体像を把握するため， 災害の名称に統ーして使用した。
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E 調査の方法
日本体育・学校健康センター北海道支部に提出された，昭和63年度災害報告書の中から，入
院を必要とした災害の事例のうち，疾病（学校健康センタ一法の規定による，日射病，食中毒，
うるし性皮膚炎，臓下性肺炎等）及び記載事項の整わないものを除いた797件を抽出し，その
記載内容から情報を得た。
周年度の北海道における災害発生とその状況については，日本体育・学校健康センター北海
道支部発行の「学校安全一一目でみる学校管理下の災害（第38号）」を参考にした。また，比
較するうえからも，なるべく同センターの分類に合わせて集計した。
入院を要した災害を取り上げた理由は，学校での事故はどんなに軽症なものでも重大なもの
と押さえられるが，特に入院を必要とするような事故は，重症かっ重大なことととらえられて
おり，災害発生状況を分析するうえで示唆を得るものが多いと考えたからである。また，中学
生を対象としたのは，義務教育としての教育内容に差が少ないこと，成長期で活動が活発にな
り運動量が多いこと，判断力や事故の予測，技術等に未熟な面があり，事故も多いのではない
かと推測したからである。
なお，傷病名については医療等の状況の医師の診断名から類別に分類した。
U 結果及び考察
1 調査数及び地域別発生状況
調査数は797名で，昭和63年度道内中学生の被災者数（17,155名）の4.6%，入院者数（993名）
の80.2%に当たっている。
災害発生状況は表1の通りであるが，男女別では男子593名，女子204名でその比率はほぼ3
: 1である。全道の災害発生率では男女比は1.7対1であるから，重症な事故の発生率につい
ては男子の方がやや高いと思われる。なお，加入数での男女比は，男子137,727名（51.2%) 
女子131,440名（48.8%）と差は僅少である。
地域別発生状況では道内14支庁のうち，札幌市を含む石狩支庁の発生数が最も多く，全体の
29. 2%を占め（以下支庁を略す），次いで胆振11.0%，上）｜｜と空知が同率の9.4%となっている。
少なかった地域としては，留萌が1.5%，次いで宗谷2.1%，日高2.4%である。
石狩地区は，一見発生数が多いように見えるが，実際の生徒数及び被災者数から比較して見
ると，特に高いという訳ではなく，札幌市を含む石狩地区に人口が集中している結果といえる。
学年別では， 2年， 3年の男子が同数の237名でほぼ40%ずつを占め，女子でも 2年生が78
名（38.2%), 3年生74名（36.2%）とそれぞれ4割に近い数値となり，同様の傾向を示して
いる。全体の災害発生率から見た場合は， 2年生が最も多く，次いで1年， 3年の順に発生し
ていることから考えると，この違いは運動の難易度，機会，部、活動等への選手としての参加度
等の関係があるものと思われる。
なお，昭和63年度日本体育・学校健康 表1 地域別調査数
センター北海道支部の校種別加入数，災
害発生数及び入院数は表2（参考）のよ
うになっている。
付言すると，この年北海道では学校給
食に起因する大規模な食中毒が発生し，
疾病による被災者や入院者が相当数あっ
たが，その分は調査から省いており，調
査数は負傷災害入院数の80.2%に留まっ
ている。
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表2 学校種別災害発生状況（参考） 昭和63年度 日本体育 ・学校健康センター北海道支部調べ
加入者数 加入率 被災者数 被災率 入院数 入院率
校種 人 % 人 。拍日入者）出 人 σ;j毛皮災者）%
：見子 校 462,494 100.0 17,943 3.88 707 3.94 
中 寸，，.ι一 キ支 269, 167 99.9 17,155 6.37 993 5.78 
高 道 立 168,231 9,882 5.87 796 8.05 
（全） 市町村立 19, 102 99.9 952 4.98 72 7.56 
校 私 立 51,441 1,657 3.22 201 12.13 
高岡 道 立 7,941 99.3 
88 1.11 8 9.09 
校 市 町 村 立 1,762 25 1.42 1 4.00 
両校 （通信 制） 3,094 72.9 1 0.03 。 0.00 
高等専 門 学校 3,286 100.0 143 4.35 15 10.48 
特 小 中学 部 3,038 
95.8 
111 3.65 11 9.90 
殊 高等部 1,276 81 6.35 4 4.93 
幼 稚 園 79,283 93.7 1,535 1.94 37 2.41 
保 育 所 50,328 73.8 1,216 2.42 44 3.61 
ぷロ〉、 計 1, 120 ,443 97 .8 50,789 4.53 2,889 .5.68 
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2 月別発生状況 図1 月別発生状況
年聞を通して発生状況を見ると，図l
（単位同〕
口男子
のように6月と 9月に多く，全体の30% 18 一一一一一一一一一一一一一一一 一一一一一一一」園女子
がこの2ヶ月に集中している。次いで7
月と 5月に多い。この傾向は男女ともほ
ぼ同様であり，北海道における運動の盛
んな時期と一致している。 1～ 3月は冬
期の運動として北海道ではスキー・ ス
ケート学習が実施されるが，入院を要す
るような大きな事故が特に多いとはいえ
ない結果である。
9月に発生した災害115件のうち48件
5月 7月
I O月 l2月 2月
9月 ll月 l月 3月
は札幌市のものであり，他と比較しでも高い値を示している。これについては9月の学校行事
のもち方に関わりがあると思われる。
3 曜日別発生状況
図2 曜日別発生状況
曜日別発生状況では図2により，男子は木曜日
をピークにしたゆるやかなカーブを描き，各曜日
とも平均しているが，女子は水曜日と金曜日に 2 16 
つのピークをもって発生している。
日曜日の発生率は男子51名 （8.6%）， 女子18名 12 
(8. 8%）で実数と しては少ないが，授業日にお 1 
ける運動参加者の総数と比較すると，その割合は
高く なるのではないかと考えられる。
月曜日は一般に内科的疾患で保健室を訪れる生
徒が多いといわれるが，本調査でも月曜日の入院
（単位．%）
月躍日火曜日水曜日木曜日金曜日土曜日日曜日
災害は，他の曜日に較べ少ない結果になっている。
口男子
園女子
曜日別発生状況については，学校のカ リキュラムの組み方によって発生状況が違ってくると
考えられるので，次年度はその調査を加えて考察していきたい。
4 時間別発生状況
発生時間帯を 1時間毎に区分して見ると（図3），早朝から夜間に至るまで幅広く発生して
いることがわかるが，全体としては11時台が最も多く132名 (16.6%），次いで10時台が121名
(15. 2% ), 14時台が94名（11.8%）となっており，10-11時台の急角度なピークと13～16時
台にかけてのゆるやかなピークをもっ2つの山型を示している。午前と午後では，午後の方が
総数としては多く発生している。
男女別ではほぼ似た傾向にあるが，女子では発生時間帯が17時台までずれ込んでおり，体力
的な疲労との関わりが考えられる。 図3 時間別発生状況
16時台から18時台にかけては部活 2 
動が盛んに行われる時間帯で，それ 18 
による災害が多いと思われるが，そ
の時間での発生は136名 (17.1%)
であった。
20時以降の災害は，宿泊研修先で
の事故である。
14 
12 
（単位：%）
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口男子
園女子
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5 場所別発生状況
図4-1 場所別発生状況（校内）
災害の発生場所について，
校内（校地内）と校外にわけ
で見たのが図 4-1と図4-2
である。
校内での災害発生数は661
名で男女とも発生数の80%以
上になっている。内訳として
は体育館，グランドがそれぞ
男子 35.6 
女子｜ 60.4 
れ41%ずつであるが，男子は 計｜ 41.8 
グランドでのけカfが46.5%と
多く，女子では体育館でのけ
図4-2 場所別発生状況（校外）
がの方が多く 60.4%となって
いる。
これは後述する負傷の種類
から見て，男子は野球やサッ
カーなど屋外での活動が多い
ことによるもの，女子はバス
ケット，バレーボールなど屋
内での活動が多いことによる
ものと考えられる。次いで教 計
室42名（6.4%），廊下等が32
名（4.8%）となっている。
20 40 
校外での発生数136名の内訳は，道路での災害が50名（36.8%）と最も多く，登下校時や移
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動中の歩行，自転車での転倒事故が目立つている。次いで対外試合等の会場になっている他校
の体育館やグランドでの負傷が合わせて39名（28.7%），山野で活動中に発生したものが32名
(23. 5%）となっている。
6 場合別発生状況
図5 場合別発生状況
どのような場合に災害が
発生しているかについては
図5の通りで，全体的に見 男子
ると部活動中が287名で最
も多く36.0%を占めている。
次いで教科授業中が190名 女子
(23. 8%），休憩時・昼休
みが103名（12.9%）の順
になっている。
部活動に参加している者
の数は，授業に参加してい
る者の数と比較すると当然少ない筈である
計
から，部活動で発生する災害の率は高いと
考えられる。
また， 災害発生の原因を運動によるもの
とそれ以外にわけで見ると，図 5-1のよ
うに男女とも 3I 4が運動によるものと
なっている。さらに授業と授業以外にわけ
で見ると，図5-2のように授業によるも
のは男女ともほぼ同率で23.8%，授業以外
が76.2%となり，授業以外の運動で災害が
多く発生していることがわかる。
授業中の災害190名の内訳では，体育授
業中のものが184名（96.8%），体育以外の
教科授業中のものが6名（3.2%）で体育
授業中の災害がほとんどである。
授業以外での災害607名の内訳は図5-3 
のように，部活動によるものがほぼ半数に
当たる287名 （47.3%），次いで休憩時や昼
休みの103名 (17.0%）， 学校行事の99名
(16.3%）の順になっている。
20 
（単位：%）
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図5-3 授業以外の災害発生状況
〈単位：珂）
7 運動種別による発生状況
運動による災害586名の 図6 運動種別災害発生状況
内訳を運動種別で見たもの 20 40 60 80 
が図6であるが，球技によ
るものが男女とも50%を越
男子 56.3 
える発生率で，他の種別を
大きく引き離し第 1位に
なっている。特に女子では
女子｜ 62. 3
60%以上が球技を原因とし
た災害である。
球技についてさらに内容
計 ｜ 57 .8 
を種目別に見ると，図 6-
1のように， 男子はサッ
カー129名（53.1 % ）， パス
図6-1 球技別災害発生状況
（単位：%）
ケッ ト44名 (18.1% ），野 。 2.0 4,0 6,0 8.0 10 
球42名（17.3%）の順で多 53.J 
く，女子では，バスケット
50名（52.1%）， ノTレーボー
jレ21名（21.9%），ソフト 女子
ボーjレ14名 （14.6%）のJI慎
に発生している。
格技の場合は，ほとんど 38.J 
が柔道によるものである。
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陸上競技では走と跳がほぼ同率で 表3 運動種目別災害発生状況
発生しているが， 3年男子に走によ
る災害が多い。これはカ リキュラム
編成時の種目設定の関係かと思われ
るが，後述の病名から見た調査で，
3年生男子の剥離骨折が多いことも
加えて，さらに調査して見る必要が
あるとJ思われる。
器械運動系では， 跳び箱による受
傷が第1位，次いでマッ ト運動によ
るものが多い。
スキーやスケー卜によるものは37
名で，予想より少なかったが，その
うち31名がスキーによるものであ
る。
全体の運動種目と発生数の内訳は
表3に示した通りである。
8 受傷部位別発生状況
図7 受傷部位別発生状況
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受傷部位では下肢が最も多く全体の45.8%とほぼ半数を占めている。特に女子では発生の割
合が高く65.2%になっている。これらは調査対象が入院を要したものであることから当然考え
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られることではあるが，それを除いても，膝，足関節等の災害は起こりやすく，また，治療が
長びくなど重症な場合が多いといえる。
受傷部位別にその内訳を調べてみたのが図 7-1～図7-4までのものである。1災害で複数
部位を受傷する場合があるため，総数は884となっている。 また，医学的な分類と多少異なる
面もあるが，状況をつかみやすくするため多少かえて分類しである。
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頭頚部の受傷は118名で内訳は，頭部が50名（42.4%）で最も多く，次いで顔面25名（21.2%),
目と頚部が各16名（14.4%）の順であるが，顔面と目の受傷は男子に多い。頭頚部の災害は，
後遺症等の問題もあり入院を要する場合が多いと考えられる。
上肢の受傷189名の内訳では，全体としては，前腕，肩部，手指，上腕の順になるが，男女
別に見ると部位に差がある。男子では前腕が66名（31. 1 % ），肩部54名（25.5%），上腕49名
(23.1%）と各部とも大差なく発生し，手指が少ないのに対し， 女子では手指23名（53.5%) 
肩部12名 （27.9%），上腕6名（14.0%）で前腕の受傷が少ない。このことは男女の運動の違
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いを示し，男子は疾走や衝突など強い運動が多く激しい転び方をし，女子では，ボールの扱い
や転倒など弱い力が働いている結果と思われる。
体幹部の受傷は106名であるが，そのうちでは腰部・腰椎が78名（73.6%）で最も多い。
下肢のけがは405名で内訳は男女で異なり，男子では下腿が107名 （41.3%），次に膝部79名
(30. 0%），足関節44名 (17.0%）の順であるが，女子では膝部が最も多く64名（43.8%）次
に足関節38名（26.0%），下腿28名（19.2%）となり，上肢の場合と同じく，男女の運動強度
の違いが見られる。
9 負傷の種類別発生状況
負傷の種類別では， l災害
で2つ以上の病名をもつもの
図8 負傷の種類別発生状況
があるため，延べ998名となっ
ているが，中では骨折が最も
男子｜ 51. 7 
多く470名（47.1%）である。
骨折は男女別でみると男子の
方がやや多い割合で51.7%, 
女子は33.8%である。
女子｜ 3.9 
次に多いのは 「その他」と
しである304名（30.5%）で
あるが，その内容としては関 計 ｜
47.] 
節部の血腫，靭帯損傷，半月
図8-1 骨折の分類
板損傷，障内障など，膝や関
節部の損傷によるものである。
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特に女子については，骨折の 男子 70.8 
87名（33.8%）をはるかに上
まわる112名 （43.6%）が該
当している。 膝をつく，足を
ひねる，転ぶなど女子のけが 女子 79.3 
の特徴があらわれていると思
われる。
その他の負傷はほぼ5%台
計 72.3 
以下の発生率で，捻挫，打撲，
脱臼等が発生している。
最も多い骨折について，診断書に記載しである病名から，
?????????????
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内容がわかる範囲で分類したのが
図8-1である。部位名と骨折とだけ書かれているものが多いが，他にも様々な骨折をしてい
るのがわかる。特に剥離骨折が66名 (14.0%）と多かったことに驚かされた。 陸上競技やサッ
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カーなど急激に強い運動を行う場合の，事前の注意や準備運動が大切ではないかと考える。
10 運動以外の災害の発生状況
学校管理下のうち，授業や部活動における運動が災害発生の大きな原因であるが，運動以外
での災害はどのように起こっているか調べてみた。
運動以外の災害は211名（男子161名，女子50名）で全体の26.5%に当たっている。
場合別では，休憩時・昼休みが全体の約40%を占める84名となっている。次いで登下校時が
41名（19.4%），放課後（終了後の特定時間中）が36名（17.1% ）の順である。
発生場所で見ると道路45名（21.3%），体育館39名 (18.5%），教室37名 （17.5%），廊下等
33名 (15.6%），階段25名 (11.8%）の順で，校内では特定の場所でなくさまざまな場所で発
生している。道路での災害が多かったことは今回の調査で驚かされたことであるが， 45名の内
訳では自転車走行中の転倒が19名で，うち18名は男子である。また，本道の冬期の特徴である
凍結路での転倒によるものが13名あるが，うち12名が女子である。
災害の原因は多岐にわたっているが，主なものをあげると次のようになっている。
(1）転んで 93名 44.1% 
(2) ぶつかつて，衝突して 19名 9.0% 
(3）落ちる，落とされる
(4) けんか，小競り合い
（殴られて，蹴られて，
(5）物が当たって
(6）飛び降り，飛び越し
(7）転回，パック転等
(8）押されて，もみ合って
ふざけて等）
16名 7. 6% 
16名 7. 6% 
15名 7.1% 
12名 5. 7% 
12名 5. 7% 
9名 4. 3% 
(9) プロレスごっこなど 5名 2.4% 
その他では，切る，刺す（刺される），動物や虫による校刺傷などがある。
登下校や休憩時，放課後等は，生徒にとって開放された気分になれる時で，けがをしやすい
状況にあるが，調査からもそのことがうかがえる結果になっており， ふざけて，走り回って，
けんか，小競り合いなどが注目される。今回の調査では，学校の施設設備やその管理ミスによ
る災害は幸いにも僅少であったが，生徒の生活指導面では窓から飛び降りた，落ちた，禁止さ
れている転回やパック転をしての事故，フロレスごっこ，けんか等が大きな災害に結びついて
いることから，注意すべき点としてとらえる必要がある。
V ま と め
本道における中学生の学校管理下の災害で，入院を要する災害は， 5.78%で特に多いとはい
えないが， 事故の概要については次のようなことが把握された。
(1）災害は運動によるものが全体の3/4を占めている。
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(2）授業中以外の災害が3/4を占め，そのうち半数は部活動によるものである。
(3）災害発生の原因として，運動では球技によるものが最も多く，特にサッカーによるもの
が第1位にあげられる。運動以外では転んだことによるものが多レ。
(4）受傷部位では下肢が最も多く全体の45.8%，次いで上肢28.8%であるが，男子と女子で
は受傷部位に違いがあり，運動種目や運動の強度等に注目する必要がある。
(5）災害の中では骨折によるものが最も多く，全体の40%を越えている。 次いで靭帯や関節
の障害があげられる。特に女子では膝や関節部の障害が多く， けがの発生について男女差
を考慮した指導が必要と思われる。急激な運動によって起こる剥離骨折が66名と多かった
ことも注目される。
(6）登下校時の災害が多いことも注目される。特に男子の自転車走行については指導が必要
と思われる。また，本道の場合冬期の凍結路における安全も課題となる。
(7）注意しなければならない「災害の原因」として遊びゃふざけ，禁止事項をやぶる等によ
る，窓から落ちた，飛び降り，けんかや小競り合い，転回やパック転，プロレスご、っこ等
の災害がある。これらは何とか防ぎたい事故であり，指導上注意すべき課題である。
全体として，運動の手順を踏んだ体育の授業中のけがでは大きな災害は少ないことがわかった
が，部活動では大きな災害が発生する率が高い。その原因は， 生徒の運動に対する意識が高く
なるのか，指導中の技術の追求が本人の体力，技術の域を越えてしまうのか， あるいはテレビ
等で目にふれる高度な技術を，基礎的トレーニングをなくして実施することにあるのか等，さ
らに原因を堀りさげて考えてみる必要がある。
また，記載事項から遊びゃふざけ等による災害の中には年齢相応とはいえない幼稚さも見ら
れ， 学校だけでなく家庭も含めた，生活指導の大切さを強く感じた次第である。精神的には大
人びた中学生ではあるが，身体的運動機能面ではその差が大きく，指導の難しさは理解できる
が，遊びゃ運動，生活の過程での身体的運動機能面の開発が十分であったか（少なくとも小学
生時に発育相応の遊びが少なかったのではなかろうか） どうかを十分理解したうえで，その対
応を考えねばならないと感じている。
今回は入院を要した災害を中心に調査を行ったが，例えば同じ骨折の診断であっても，入院
を要したもの，通院のみのもの，地域医療機関の関係で整骨院で治療を受けたもの等，疾病は
医師の診断の範ちゅうながら病状名とともに多様な対応があることを知り得た。
我々も多くの症例を読みながら，少しでも上手にさせたい，強くしてやりたい，しかし時聞
がない等，焦りに似た気持が指導熱心さの中で盲点となってはいはしないか，今一度足元を見
つめて指導法を考えてゆきたいと感じている。諸先生の御助言を切にお願い申し上げる。
終わりに， 本調査に当たり快く資料提供と御助言をいただいた日本体育・学校健康センター
北海道支原口勝哉部長並びに全職員の方々， 一部全体的方向づけ，要因別の有意差等につき北
大衛生学教室，斉藤和雄教授，北大院衛生学教室伊藤和哉氏に御指示，御指導いただいた事に
深く御礼申し上げ，報告とする。
